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　牧島亮男氏は，創造的・独創的な発想に基づいてガラス科学技術分野の発展に多大な貢献をした．なかでも，ガラス
のヤング率の理論計算式の提唱，高硬度な酸窒化物ガラスや化学的耐久性に優れた希土類含有アルミノケイ酸塩ガラス
などの新種ガラスの開拓に関する研究はとくに著名な業績であり，これらをはじめとする多数の研究論文と知的財産は，
現在も数多く引用されている．本協会に於いては，1985 年以降 19 年間にわたって理事を務め，とくに科学・技術研究
理事や国際交流理事としてそれぞれの事業活動推進に尽力した．また，2001～2004 年度には副会長，2005 年度には会
長を歴任した．2010 年度以降は顧問及び経営諮問会議委員として会長に適切な助言を行い，協会運営に貢献している．
2008年には国際セラミックス連盟会長，また国際ガラス委員会に協会代表として委員を務め，複数の国際会議を開催した．
　以上，同氏は本会における活動を通じてセラミックス分野の発展に顕著な業績を挙げるとともに，長年にわたって日
本セラミックス協会の活動と運営に極めて多大な貢献をした．よって，日本セラミックス協会功績大賞として表彰する．


